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1.	このマニュアルには、この製品の運転操作、点検方法、故障の診断と処置の方法について記載しています。

2.	製品の設計には、絶えず検討を加えています。また、マニュアルを常に最新のものにするためのあらゆる努
力を払っていますので、仕様と機器を予告なくいつでも変更する権利があるものとします。

3.	製品の設計、開発に当たっては、操作をする人ならびにメンテナンスを行う人の安全については特に注意を
払っていますので、標準品を改造したことにより発生した損害・事故につきましては、弊社は責任を負いか
ねますので、あらかじめご了承ください。

4.	部品を交換される場合には、必ず金子農機の純正部品をご使用ください。純正部品以外のものを使用したこ
とにより発生した損害・事故につきましては、弊社は責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。

5.	純正部品は、本書内に記載してある最寄りの弊社営業所または、パーツセンターにご注文願います。純正部
品を注文の際には、本機の型式、部品番号、数量および製造番号を指定願います。

6.	この製品の補修用部品の保有期間は、製造打ち切り後12年とします。但し、保有期間内であっても、特殊
部品につきましては、納期などについてご相談させていただく場合もあります。

7.	このマニュアルの記載内容についてご不明な点がありましたら、最寄りの弊社営業所へお問い合わせください。

8.	このマニュアルの中で特に型式指定のない場合は、すべてが共通です。
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主要諸元（STA-B 型）
型 式 名 STA110 STA130 STA160
区 分 B	・	B1
穀 物 の
種 類 と
処 理 量

		籾			：560kg/m3 kg 400～ 1,100 400～ 1,300 400～ 1,600

小麦	：680kg/m3 kg 480～ 1,320 480～ 1,560 480～ 1,920

機
体
寸
法

全 長 mm 2,805
全 幅 mm 1,109
全 高 mm 2,412 2,582 2,847

機 体 質 量（ 重 量 ） kg 445 470
送

風

機

型 式 名 PFK134-60C
種 類 遠心式（プレートファン）
吐 出 口 径 mm φ 270
常 用 回 転 数 rpm 1,900

火

炉

型 式 名 KBR-22SS
種 類 ロータリ噴霧式
点 火 方 式 自動点火（セラミックヒーター）
燃 焼 量 L/ 時 0.6 ～ 2.2

使 用 燃 料 JIS	1 号灯油
燃 料 タ ン ク 容 量 L 40

所

要

動

力

定 格 電 圧 V 単相100・200	/	三相 200

定
格
出
力

搬 送 モ ー タ kW 0.4
送 風 モ ー タ kW 0.4
繰 出 し モ ー タ kW 0.017
排 塵 機 kW 0.07
バーナファンモータ kW 0.02
水 分 計 モ ー タ kW 0.008
コ ン ト ロ ー ラ kW 0.06
別 売 ス ロ ワ kW 0.4

最 大 同 時 使 用 電 力 kW 0.975（別売スロワ使用時=0.947）

性

能

張 込
時 間

籾 分 17～20 20～ 24 24～ 28
小麦 分 17～ 20 20～ 24 24～ 28

排 出
時 間

籾 分 22～26 26～ 31 32～ 38
小麦 分 19～ 23 23～ 38 29～ 35

毎 時 乾
減 率

籾 %/時 0.5 ～ 0.9
小麦 %/時 0.7 ～ 1.0

諸

装

置

安 全 装 置 満量センサー　風圧センサー　外気温センサー　熱風温センサー　感震センサー　異常高温検出　	
緊急停止装置　フレームアイ　サーマルリレー　ヒューズ　インバーター

運 転 制 御 方 式 乾燥速度リミット制御　燃焼量自動制御　外気温による補正制御　水分自動検出停止制御
そ
の
他	

標 準 装 備 品 燃料タンク　水分センサー　排風エルボ　排塵機　梯子　昇圧トランス	-B1

別 売 部 品 排出用スロワ　側面張込ホッパー

　補足　　1）　張込・排出時間は、穀物の性状によって変動します。
　　　　　2）　排出スロワなどの外部搬送機を使用すると排出時間が変動します。
　　　　　3）　Ｂ	…単相・三相200V仕様
　　　　　　　B1	…単相100V仕様昇圧トランス付
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外観寸法図（STA-B 型）
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主要諸元（CTA-B 型）
型 式 名 CTA90
区 分 B	・	B1
穀 物 の
種 類 と
処 理 量

		籾			：560kg/m3 kg 400～ 900

小麦	：680kg/m3 kg 480～ 1,080

機
体
寸
法

全 長 mm 2,805
全 幅 mm 1,109
全 高 mm 2,084

機 体 質 量（ 重 量 ） kg 430
送

風

機

型 式 名 PFK134-60C
種 類 遠心式（プレートファン）
吐 出 口 径 mm φ 270
常 用 回 転 数 rpm 1,900

火

炉

型 式 名 KBR-22SS
種 類 ロータリ噴霧式
点 火 方 式 自動点火（セラミックヒーター）
燃 焼 量 L/ 時 0.6 ～ 2.2

使 用 燃 料 JIS	1 号灯油
燃 料 タ ン ク 容 量 L 40

所

要

動

力

定 格 電 圧 V 単相100・200	/	三相 200

定
格
出
力

搬 送 モ ー タ kW 0.4
送 風 モ ー タ kW 0.4
繰 出 し モ ー タ kW 0.017
排 塵 機 kW -
バーナファンモータ kW 0.02
水 分 計 モ ー タ kW 0.008
コ ン ト ロ ー ラ kW 0.06
別 売 ス ロ ワ kW 0.4

最 大 同 時 使 用 電 力 kW 0.905（別売スロワ使用時=0.877）

性

能

張 込
時 間

籾 分 13～16
小麦 分 13～ 16

排 出
時 間

籾 分 18～22
小麦 分 17～ 21

毎 時 乾
減 率

籾 %/時 0.5 ～ 0.9
小麦 %/時 0.7 ～ 1.0

諸

装

置

安 全 装 置 満量センサー　風圧センサー　外気温センサー　熱風温センサー　感震センサー　異常高温検出　	
緊急停止装置　フレームアイ　サーマルリレー　ヒューズ　インバーター

運 転 制 御 方 式 乾燥速度リミット制御　燃焼量自動制御　外気温による補正制御　水分自動検出停止制御
そ
の
他	

標 準 装 備 品 燃料タンク　水分センサー　排風エルボ　排塵機　梯子　昇圧トランス	-B

別 売 部 品 排出用スロワ　側面張込ホッパー

　補足　　1）　張込・排出時間は、穀物の性状によって変動します。
　　　　　2）　排出スロワなどの外部搬送機を使用すると排出時間が変動します。
　　　　　3）　Ｂ	…単相・三相200V仕様
　　　　　　　B1	…単相100V仕様昇圧トランス付
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外観寸法図（CTA-B 型）
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各部の名称（STA・CTA型）

サンプル容器

運転中にカバーを

開けないでください。

ベルト・チェーンに

手が触れてケガを

することがあります。
021517A064

021517A012

制御盤

緊急停止装置

排塵機（STA）

送風機

排出シャッタレバー

上部コンベア残米処理レバー
ハシゴ

側面張込口

ハシゴ掛け金具

排塵ダクト

検出器

油受け容器

燃料タンク

張込みホッパー

昇降機

下部コンベア残米処理レバー

イラスト：STA型です。

・ハシゴは販売業者が使用するものですから取扱者は使用しないでください。

※張込みホッパーの位置は変更できます。

排塵機傾斜時
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各部の名称
●制御盤の名称（STA・CTA 型）

電源スイッチ

保護用ヒューズ 手動用スイッチ

繰出しモータサーマルリレー

電源スイッチ
操作パネル

正面カバー

外観図

正面カバーを取り外した図
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11
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23
(%)

水分値補正

電源スイッチ

切 入

停止水分値

満量

乾燥完了張込 循環 乾燥 排出 停止

確認

水分測定

残時間 穀物量 水分値 表示切替

リセット

熱風温度 停止水分

自動運転 タイマー運転

穀物量
小 大

①

③

⑯

②

④ ⑤ ⑥ ⑧

⑨

⑫

⑦

⑮ ⑭ ⑬⑳

⑩
⑪

⑰

⑱ ⑲

各部の名称
●操作パネルの名称と働き（STA・CTA 型）

No. 名称 働き

① 水分値補正ダイヤル
乾燥する穀物の種類を選択することができます。
水分値の補正ができます。

② 水分測定ボタン 運転中に現在の水分値を確認することができます。

③ 電源スイッチ 電源の「入」「切」ができます。

④ 張込ボタン 籾・麦を張り込むことができます。

⑤ 循環ボタン 籾・麦に風を送りながら循環することができます。

⑥ 乾燥ボタン バーナが着火し、籾・麦に熱風を送りながら、循環することができます。

⑦ 乾燥終了ランプ
乾燥が終了すると、ランプが点灯します。

補足 		タイマー運転時は点灯しません。

⑧ 排出ボタン 籾・麦を排出することができます。

⑨ 停止ボタン 各動作を停止することができます。

⑩ リセットボタン 異常時のリセットができます。

⑪ 確認ボタン 変更した各種値を設定することができます。

⑫ 表示切替ボタン

１回押すごとに、残時間・穀物量・熱風温度・停止水分・水分値のランプの点灯
する位置が変わります。

補足 		運転状況によって、ランプの点灯する位置が異なります。

⑬ +、−ボタン 各種設定値を変更することができます。

⑭ 表示ランプ ランプが点灯し、表示部に各データを表示します。

⑮ 満量ランプ 最大張込量に達するとランプが点灯します。

⑯ 停止水分値ダイヤル 希望の停止水分値を設定することができます。

⑰ 穀物量設定ダイヤル 張り込んだ籾・麦の穀物量を設定することができます。

⑱ 自動運転ランプ 各運転ボタンを押すとランプが点灯します。

⑲ タイマー運転ランプ タイマー運転時に稼働時間を設定し、各運転ボタンを押すとランプが点灯します。

⑳ 表示部 残時間・穀物量・熱風温度・停止水分・水分値のデータを表示します。
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各部の名称

バーナ回転部

点火ヒーター

外気温センサー

電磁ポンプ

エアーフィルター

フレームアイ

風圧センサー

熱風温センサー

●バーナ部の名称
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上部コンベア
昇降機で搬送された穀物を奥に送り
本機内に落ちます。

乾燥部内の穀物を回転して定量を
下部コンベアに落とします。

主モータ、送風機および排出スロワの
回転制御をしています。

繰出しロールから落ちた穀物を昇降機に
送ります。

駆動チェーンを回転
させて繰出しロール
回します。

昇降機、上部・下部
コンベアを起動させ
ます。

下部コンベアで昇降機
に送られた穀物をすく
い上げ、下から上に運
びます。

昇降機バケット

繰出しロール

穀物の流れ

駆動チェーン

主モータ

下部コンベアインバーターユニット

繰出しモータ

各部の名称
●内部構造と穀物の流れについて
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操作説明
●配穀調整のやりかた
①	 上部スクリュウコンベア樋の底にある調整ネジをゆるめてください。

②	 配穀状態に応じて、配穀調整ラベルに従い、手前あるいは前方に調整ネジを移動してください。
	 その後、調整ネジを締め付けてください。

③	 配穀調整終了後、 	（循環ボタン）を押し、約10分間運転してください。

	 	その後、籾・麦の追加張り込みが可能な場合には、再び	 （張込ボタン）を押して、籾・麦
を張込ホッパーから張り込んでください。

配穀調節
（昇降機側の山）

高
く
な
る

低
く
な
る

配穀調節
（昇降機側の山）

高
く
な
る

低
く
な
る

配穀調節
（昇降機側の山）

高
く
な
る

低
く
な
る

■昇降機側の配穀が高くなる場合

■昇降機側の配穀が低くなる場合
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操作説明
●テスト運転のしかた
シーズンに入る前に必ずテスト運転をおこない、乾燥機の動作チェックをおこなってください。事前
に乾燥機の故障個所の有無をチェックできますので余裕もってシーズンを迎えることができます。

運転順序 確認事項 チェック欄

1
①電源プラグを接続する

②	 電源 	スイッチを‘入’にする

①全ランプ点灯

②表示部	

③モニターランプが点滅しますか？

2
①穀物種類に‘テスト’を選択する ①表示部	 	になります。

3
①	 張込 	ボタンを押す ①	昇降機、上部・下部コンベア、送風機、排塵機（STA）が稼働

しますか？

②異常音の発生がありますか？

4

①	 循環 	ボタンを押す ①繰出しモータが回転し、水分測定がおこなわれます。

②水分測定後、下記の水分値（目安）が表示されますか？

5
①	 乾燥 	ボタンを押す ①バーナが着火します

約5分間連続燃焼させてください

②バーナ燃焼状態は良好ですか？

6
①	 停止 	ボタンを押す ①バーナが消火し、５分後に本機が停止します

サーミスタ温度 米　麦
０℃	＆	解放 １５．７％
１０℃ １５．０％
２０℃ １４．３％
３０℃ １３．６％
４０℃ １２．９％
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回路図
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配線関係

3

2

4

8

5
7 6

1

9

15

13

13

10
11

12-1
12-2

12-3 12-4

12-5

14

17

12

14

16

18

19
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見出
番号 部品番号 部品名 一台個数 備考CTA STA
1
2 032728M100 モータ（三相） 1 1 東芝0.4kW
3 032928M300 送風機コード 1 1
4 032928M400 モータコード 1 1
5 032928M500 中継コード 1 1 CN-12
6 031128M300 中継コード 1 1 CN-13
7 031128M400 中継コード 1 1 CN-14
8 032828M500 ギャモータコード 1 1
9 032928M600 熱風温度センサー 1 1
10 032928M100 インバーター入力中継コード 1 1
11 032928M200 スロワ中継コード 1 1
12 440428K500 感震スイッチ組立 1 1
12-1 440428K501 取付け材 1 1
12-2 440428K510 感震スイッチ 1 1
12-3 440428K520 コード 1 1
12-4
12-5
13
14
15
16
18 072241C100A 水分計コードA 1 1
18 072241C100B 水分計コードB 1 1
19 032727U420 満量コード 1 1

配線関係
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配線関係（インバーター）

（ハウジングメス）オスピン

スロワ出力コード

（ハウジングメス）オスピン

（ハウジングメス）メスピン

（ハウジングオス）メスピン

RY

RY2

F2

CC

OUT1

F1

P12

緑 4 
赤 2 
青 5 
黒 7 
黄 3 
白 6 
茶 1

W3 黒 
白 
赤 
緑 
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W2

V2
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W1
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T

S

R

E
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基盤固定ネジ 

● 結線要領 

（L=200）

信号コード（L=850）

送風機出力コード（L=130）

搬送系出力コード（L=130）

電源入力コード （L=130）

4
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5
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白
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（白）

（白）

（赤）

（白）

インバーター本体

搬送系出力コード

送風機出力コード

スロワ出力コード

信号用コード

電源入力コード



−20−

モニター表示と異常内容

11
12

13

14

15
16 17 18

19

20

21

22

23
(%)

水分値補正

電源スイッチ

切 入

停止水分値

満量

乾燥完了張込 循環 乾燥 排出 停止

確認

水分測定

残時間 穀物量 水分値 表示切替

リセット

熱風温度 停止水分

自動運転 タイマー運転

穀物量
小 大

表示部

8 .8 .8 .8 .

エラーメッセージ
エラー表示 内容 原因例 処置例

Er1 『点火』異常 燃料切れ、フレームアイの汚れ、断線 燃料補給、フレームアイの掃除・交換

Er2 『燃焼』異常 燃料切れ、バーナコードの断線 燃料補給、バーナ周辺のチェック

Er5 『送風機過負荷』 送風機の過負荷または電圧降下 電源電圧やコードの断線のチェック

Er6 『搬送系過負荷』 搬送系の過負荷または電圧降下 昇降機や上下部コンベアの詰まり解消

Er7 『繰出し過負荷』 繰出し部の過負荷または電圧降下 電源電圧や繰出しロール部のチェック

Er8 『スロワ過負荷』 スロワの過負荷または電圧降下 電源電圧や送り羽根のチェック

Er9 『乾燥条件設定』異常 乾燥条件設定値の記憶内容に異常 乾燥条件の再設定

Er10 『バーナファン』異常 バーナファンの故障・ショート・断線 バーナファンの交換

Er11 『熱風温度センサー』異常 熱風温度センサーの故障・ショート・断線 熱風温度センサーの交換

Er13 『外気温センサー』異常 外気温度センサーの故障・ショート・断線 外気温度センサーの交換

Er14 『水分計』異常 水分計の故障 水分計交換

-LLL 『水分計』異常	-LLL 水分計コードの断線 水分計交換、水分計ロール部の掃除

-HHH 『水分計』異常	-HHH 水分計ロールに金属等の噛み込み 水分計ロール部の掃除

Er19 『フレームアイ』異常 フレームアイに光りが洩れ込んでいる フレームアイ周辺の確認、フレームアイの交換

Er20 『風圧センサー』接点異常 風圧センサーのショート 風圧センサーの交換

Er21 『風圧センサー』動作異常 風圧センサーの断線 風圧センサーの交換

Er32 『感震センサー』動作 感震センサーの故障・断線 感震センサーの交換

Er38 『検出器穀物温度センサー』異常 水分計の故障・コードのショート、断線 水分計・コードの交換
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1 制御盤に電源が入らない

スタート

運転可能

主基板不良（交換）

ノイズフィルタ不良
（交換）

制御盤への入力電圧を
測定する 

電源ヒューズの導通
チェックをおこなう 

元電源・電源コードの
欠相・断線チェック 

ノイズフィルター出力
側の電圧を測定する

電源スイッチを
ON状態にする

AC200V出力
されているか 

AC200V出力
されているか 

電源ヒューズ
（2A）の導通は

あるか 

A

B

C

YES

YES

YES

YES

YES

NO

NO

NO

NO

NO電源を
再投入後、再び切れて

しまうか

電源トランス不良
（交換）

電源ヒューズ交換
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JP3

JP
1
6

JP4
7654321

紫青緑黄橙赤茶

CPU基板

（STA・CTA-B1型）

D E

(%)

水分値補正

電源スイッチ

切 入

停止水分値 乾燥完了張込 循環 乾燥 排出 停止
水分測定

穀物量
小 大

（STA・CTA-B1型）

ヒューズ（2A）

B

A C

測定値：	S-T	 200V
S-R	 200V
T-R	 200V

測定値：AC200V
注）単相の場合　T-R
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スタート

制御盤出力コネクター
CN-12の満量コード接続部
（2Pモレックス）を抜く

張込を中止し、次の動作
に移行してください

張込ボタンON
すると同時に満量ランプ

が点灯するか

YES

YES

再び満量ランプが
点灯するか

YES

NO
NO

張込量が満量か

YES

NO

配穀調整を
おこなってください
P10を参照

配穀状態は
良好か

NO

満量センサーの
導通は正常か

YES

YES

NO

NO

A

B

張込ボタンを押す

満量コードのショート
（修復又は交換）

満量センサー不良
（交換）

主基板不良（交換）

メッセージの概要
検出：張込時に満量センサーが4秒連続動作すれば検出

2 満量ランプが点灯し、ブザーが鳴る
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上部コンベア樋

満量スイッチ

B

満　量　時
スイッチの接点が離れている

導通あり

スイッチの接点が付いている

● テスターはΩレンジを使用する

通　常　時

導通なし

1

2

黒

白

21

白黒

CN-12
3191-12R1（白）

フレームアイ

風圧スイッチ

1

2

黒

白

抜く

満量コード満量スイッチ

感震スイッチ

外気温センサー

灰 黒

黒

白
灰 白 ◯

◯

◯

◯

黒白
12

5

7
6

3
2

9

11
10

8

1

4

A
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3 『Er01』点火異常が表示される

スタート
YES
NO

NO

点火ヒーターは
赤熱するか

YES

バーナモータは
回転しているか

YES

NO

AC8V程度出ているか

YES

NO

D

A

B

C

D

熱風乾燥スイッチを押し
ヒーターに通電する

ヒーターコネクター（3P）
の出力電圧を測定する

ポンプ吐出口から
油がでるか

YES

NO

燃料タンクのコック
は開いているか

YES

NO

燃料タンクの
コックを開く

ポンプコネクター（2P）
の電圧を測定する

バーナ部にカーボンが付
着していないか点検する

ポンプ吹出口の
銅パイプをはずす

DC10～12V
範囲で針が振れるか

YES

NO

DC15～17Vの
電圧が出ているか

YES

NO

バーナモータコネクター
（4P）の①～②番間
の出力電圧を測定する

P30を参照

テスターはDCレンジ
30Vを選択

αバーナ不良
（交換）

主基板不良
（交換）

主基板不良
（交換）

電磁ポンプ不良
（交換）

主基板不良
（交換）

ヒーター不良
（交換）
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フレームアイ

点火ヒーター

バーナ回転部

熱風温センサー

外気温センサー

電磁ポンプ

エアーフィルター風圧センサー

ヒーターへ

白

黒

A

ロータリーカップ

テスター
DC-Vレンジを使用

バーナモータコネクター

④ 緑
③ 白

② 黒
① 赤

測定値
ピンNo.①（赤）
 DC15～17V
ピンNo.④（緑）

ピンNo.②（黒）
 DC12V
ピンNo.④（緑）

B

燃料コック

C

①②

電磁ポンプ

D

測定ピンNo：①～②
測定値　約DC10～12V

測定ピンNo：①～③番間
測定値	 ：AC8V
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4 『Er02』異常消火が表示される

スタート

点火動作を行い
モニターランプの点灯
状況を確認する

連続燃焼可能

フレームアイ掃除

電源スイッチを
ONするとE2が表示

されるか

YES
NO

NOYES

フレームアイ
コネクターを抜いて
表示するか

YES

NO

燃焼中に表示される

着火後間もなく
表示される

フレームアイ
感知部が汚れて
いないか

YES

NO

フレームアイ掃除

フレームアイ
感知部が汚れて
いないか

YES

YES

バーナ分解掃除
P30を参照

着火後バーナから
フレームアイを抜いても

同様か

NO

主基板不良（交換）

バーナに
カーボンが付着して

いないか

YES

NO

NO

連続燃焼するか

YES

フレームアイコネクター
（2P）を短絡し点火動
作を行う

P30を参照
バーナ分解掃除

バーナに
カーボンが付着して

いないか

YES

NO

B

A

A

モニターの点灯状況は
次のどれか

フレームアイ不良
（交換）

フレームアイ不良
（交換）

主基板不良（交換）
フレームアイ不良
（交換）
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フレームアイパイプ

フレームアイ

中継コード CN-12

リード線で短絡する

抜く

感知棒

A B

B
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5 バーナに多量のカーボンが付着する

スタート
YES
NO

αバーナ不良
（交換）

DC25～30V
出ているか

YES

YES

NO

熱風乾燥スイッチ
ONして点火する

バーナモータコネクター
（4P）の ① ー ④ 番間の
出力電圧を測定する

エアーフィルター掃除

排風ダクトの
張りを修正する

エアー
フィルタが目詰まり

していないか

YES

NO

着火後、停止スイッ
チを押して消火する

バーナモータコネクター
（4P）の ② ー ④ 番間の
出力電圧を測定する

約DC12V
出ているか

NO

YES

排風ダクトは
抵抗が無いように
張られているか

NO

P40　　　を参照C

P40　　　を参照A

P30を参照

主基板不良（交換）

主基板不良（交換）
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2 31 フィルターカバーを取り外す フィルターをカバーより抜く フィルターを掃除する

フィルターカバー フィルター

化粧ネジ

1

3

5

2

4

6

バーナモータコードコネクターを抜く フレームアイをバーナから引き抜く

バーナ回路部を固定している丸小ネジを取り
回転部を分離する

炉筒内部も掃除する

袋ナットをゆるめ、接続銅パイプを分離する

ワイヤーブラシで掃除する

丸小ネジ
（３ヶ所）

バーナ回転部

ロータリーカップ

空気規制板

袋ナット

銅パイプ

フレームアイ

炉筒

バーナモータコネクター

エアーフィルタ

バーナ回転部
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6 ポンプランプが点滅するが、ポンプから油が出ない。

スタート

運転可能

タンクから
ポンプまで灯油が
きているか

YES

YES

NO
NO

YES 電磁ポンプ不良
（交換）

主基板不良（交換）

電磁ポンプ
は動作しているか
（振動の有・無）

NO

ポンプコネクター
（2P）に電圧が出力され

ているか

YES

NO

ポンプの吐出口
から灯油が出るか

YES

NO

燃料ホースのエアー
抜きをする

ストレーナの掃除

着火時　約DC8V

熱風乾燥スイッチを押し
ポンプを作動させる

B

A

C

燃料コック不良
（交換）

燃料コック
ストレーナの目詰ま
りはないか

YES

NO



−32−

11
12

13

14

15
16 17 18

19

20

21

22

23
(%)

水分値補正

電源スイッチ

切 入

停止水分値

満量

乾燥完了張込 循環 乾燥 排出 停止

確認

水分測定

残時間 穀物量 水分値 表示切替

リセット

熱風温度 停止水分

自動運転 タイマー運転

穀物量
小 大

1 5 .5

表示部

2

1

制御盤側

＋

－

B

A

測定ピンNo：①～②番間
測定値	 ：約DC8V

C
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7 『Er05』（送風モータ過負荷異常）が表示される

メッセージの概要
検出：送風モータON時
原因：送風モータが過負荷となりインバーターがトリップした
処理：電源コードコネクターを制御盤から抜き約10秒後、再び接続する

スタート

運転可能

インバーター不良
（交換）

電源コネクターを制御盤
より抜き再び接続する。

排風ダクトの配管改善

異常モニターは
消えたか 

YES

YES

NO

NO

排風ダクトの
つぶれ、折れ、曲がり

はないか

YES

NO

ケーシング内の
ゴミ、異物除去

送風機、ケーシング
内のゴミ詰り、異物噛み

込みはないか

YES

NO

コネクターの
接触確認、修理

中継コードの
コネクターのゆるみ、

ずれ、はないか

YES

NO

A

A
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8 『Er06』（搬送モータ過負荷異常）が表示される

メッセージの概要
検出：搬送モータON時
原因：搬送モータが過負荷となりインバーターがトリップした
処理：電源コードコネクターを制御盤から抜き約10秒後、再び接続する

インバーター不良
（交換）

スタート

運転可能

電源コネクターを制御盤
より抜き再び接続する。

籾詰りの除去
昇降機下部張込み過ぎ

異常モニターは
消えたか 

YES

YES

NO

NO

搬送系に
籾詰りはないか

YES

NO

ベルトの張り調整

伝達ベルトの
張りは正常か

YES

NO

摩耗部品の交換

昇降機バケット
上・下部コンベアの

摩耗はないか

YES

NO

A

A
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9 『Er07』（繰出しモータ過負荷異常）が表示される

スタート

運転可能

サーマルリレー不良
（交換）

繰出し用サーマル
リレーをリセットする。

異常モニターは
消えたか 

YES

YES

NO

NO

繰出しモータは
正常に回転するか

YES

NO

繰出しロールの損傷

異物の除去

繰出し
ロール部に異物が

からんでいる

YES

NO

メッセージの概要
検出：繰出しモータON時
原因：繰出しモータが過負荷となりサーマルリレーが作動した
処理：繰出しモータ用サーマルリレーをリセットする

電源ヒューズ

手動スイッチ
手動 スロワ

各操作は電源をOFFにしてから行ってください

送風モータ 搬送モータ 繰出し

自動

（2A）（2A）
排塵機ヒューズ

サーマルリレー

11
12 22

23
(%)

水分値補正

電源スイッチ

切 入

停止水分値 乾燥完了張込 循環 乾燥 排出 停止
水分測定

リセット

穀物量
小 大 (%)

水分値補正

電源スイッチ

切 入

停止水分値 乾燥完了張込 循環 乾燥 排出 停止
水分測定

穀物量
小 大

（STA・CTA-Ｂ型） （STA・CTA-B1型）

ヒューズ（2A）

サーマルリレー

ヒューズ（2A）
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MEMO
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10 『Er08』（スロワモータ過負荷異常）が表示される

スタート
YES
NO

異常モニターは
消えたか

電源コネクターを制御盤
より抜き再び接続する

スロワ羽根の
取付位置調整

YES

YES

NO

スロワ羽根が
摩耗していないか

YES

NO

スロワ羽根不良
（交換）

NO

投入口の
シャッター開度は

適切か

スロワ胴と
スロワ羽根の間隔は

適切か

YES

YES

YES

NO

NO

排出樋の
配管は適切か

スロワ胴内に籾が
詰まっているか

NO

YES

籾を取り除く

配管の変更

シャッター開度変更

運転可能

再チェック

A

Ｂ

C

D

インバーター不良
（交換）

メッセージの概要
検出：スロワモータON時
原因：スロワモータが過負荷となりインバーターがトリップした
処理：電源コードコネクターを制御盤から抜き約10秒後、再び接続する
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30°以上

（樋5本）4.5m

（樋5本）
4.5m 悪い例

（例１） （例2）

◯揚穀高さは4.5m以下、横方向の搬送距離は4.5m以下で御使用
ください。また、横方向の傾斜角度は、30°以上で御使用くだ
さい。〔ただし、電力事情や、穀物含水率によって若干異なるこ
とがあります。〕
注）スロワの回転方向と排出方向が反対の場合は、揚穀高さが降下
してしまいます。

B

ノブネジ

◯ 籾と小麦、また50Hzと60Hzではシャッター位置が異なります。
　ノブネジをゆるめてから、矢印を目安にして適宜調整してくだ

さい。

C

スロワ胴

スロワ蓋

間隔約4ミリ

ほぼ同じ間隔

アーム

羽根

4～5ミリ

A

D
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メッセージの概要
検出：電源投入時に乾燥条件設定値の記憶内容に異常があったとき検出
動作：動作無し。（表示のみ）
解除：「リセット ｣ボタン押し

11
12

13

14

15
16 17 18

19

20

21

22

23
(%)

水分値補正

電源スイッチ

切 入

停止水分値

満量

乾燥完了張込 循環 乾燥 排出 停止

確認

水分測定

残時間 穀物量 水分値 表示切替

リセット

熱風温度 停止水分

自動運転 タイマー運転

穀物量
小 大

E r 0 9

11
12

13

14

15
16 17 18

19

20

21

22

23
(%)

水分値補正

電源スイッチ

切 入

停止水分値

満量

乾燥完了張込 循環 乾燥 排出 停止

確認

水分測定

残時間 穀物量 水分値 表示切替

リセット

熱風温度 停止水分

自動運転 タイマー運転

穀物量
小 大

1 0 .4

表示部

11 『Er09』（乾燥条件設定異常）が表示される
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ロータリーカップ

テスター
DC-Vレンジ

コネクター

● テスターはDCレンジを使用する。

● テスターはDCレンジを使用する。

※ロータリカップが1回転で、
テスターの針が2回振れれば正常です

　（白）……テスター　＋

　（黒）……テスター　－

　（黄）……テスター　＋

　（黒）……テスター　－

　（赤）……テスター　＋

　（黒）……テスター　－

A

C

B

DC12V

DC15～17V

パルス（信号）

1　赤

2　黄

③

④

①

④

②

④

3　白

4　黒

12 『Er10』（バーナファン異常）が表示される

A B C

スタート

着火可能

電源スイッチを入れ
直し待ち状態にする

テスターの針が
振れるか

YES

YES

NO

熱風乾燥スイッチON

DC12V
出ているか

YES

NO

NO

バーナモータコネクター
② ー ④番間の出力電圧
を測定する

バーナモータコネクター
③ ー ④番間にテスター
棒を当てる

DC15～17V
出ているか

YES

バーナモータコネクター  
① ー ④番間の出力電圧
を測定する

バーナモータを取り外
しロータリーカップを
手で回す

αバーナ不良（交換）

A

B

C
主基板不良（交換）

主基板不良（交換）

NO
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13 『Er11』（熱風温度センサー異常）が表示される

スタート

熱風温センサー不良
（交換）

導通は正常か

YES

YES
センサーのコネクター
を差し電源を入れる

異常メッセージは
出るか

YES

NO

NO

A

電源を切る

熱風温センサーの
コネクターを抜く

熱風温センサーの
抵抗値を測定する

主基板不良（交換）

熱風温度センサーコネクター

熱風温度センサーコネクターA

メッセージの概要
検出：熱風温センサーが80℃以上あるいは−10℃以下を検出

注）	良品の部品があれば、その部品をチェッカーとして判断の基準
にすれば即座に良否が判別容易となる

●	テスターはΩレンジを使用する
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14

制御盤

コネクター CN-12

A

1
5
9

2
6
10

3
7
11

4
8
12

CN-12

CN-12

B

メッセージの概要
検出：外気温センサーが80℃以上あるいは−10℃以下を検出

測定ピンNo：①～②番間

『Er13』（外気温センサー異常）が表示される

スタート

外気温センサー
コードが断線して

いるか

YES

YES

NO
NO

制御盤出力コネクター
CN－12を抜く

外気温センサーコード
断線修復不良（交換）

CN－12①ー②番ピン間
の導通を測定する

外気温センサー不良
（交換）

導通は正常か

YES

NO

A

B

注意：接触不良がないか
 （特にピン部）

主基板不良（交換）

●	テスターはΩレンジを使用する
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メッセージの概要
検出：張込時、通風循環時、熱風乾燥時

①検出器にDINコードが差し込まれていない場合に検出
②検出器ロールに金属片を噛み込んでいる場合に検出

15 『Er14』（水分計異常）が表示される

スタート

DINコードが
断線しているか

YES

YES

水分計チェッカーを
制御盤に接続する

NO
NO

異物を除去する

ロール軸受用ブッシュが
損傷している（交換）

ロール間に
金属片が噛み込んで

いる

YES

YES

NO

NO「水分計」異常の 
メッセージが表示

するか

YES

NO「水分計」異常の
メッセージが表示

するか

DINコード不良
（交換）

DINコード不良
（交換）

水分計基板不良
（交換）

循環ボタンを押す

循環ボタンを押す

P52　　図参照C

YES

NO水分計基板は
正常か

チェッカーを接続した
DINコードを制御盤のDIN
コネクターに接続する

主基板不良（交換）
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スタート
YES
NO

NOカラ運転を
していないか

YES

検出器ロール
上に異物がたまって

いるか

NOテストモードを
選択して運転
しているか

YES
YES

NO A

テストモードを
選択する

NO検出器ロール
動作は正常か

YES P53を参照
（検出器ロール回転動作が異常
　又は、ロールが回転しない）

検出器ロール上の
異物を取り除く

P51を参照
（手持水分計測定値と水
　分値が合わない）

主基板不良（交換）

メッセージの概要
検出：通風循環時、熱風乾燥時に水分測定データが10.4%以下を検出

A

16 『-LLL』（水分計異常 -LLL）が表示される

検出器

異物の確認
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金属片

検出器

A

メッセージの概要
検出：張込時、通風循環時、熱風乾燥時

検出器ロールに金属片を噛み込んでいる場合に検出

17 『-HHH』（水分計異常 -HHH）が表示される

スタート

DINコードが
断線しているか

YES

YES

水分計チェッカーを
制御盤に接続する

YES

NO
NO

金属片を除去する

ロール間に
金属片が噛み込んで

いる

A

YES

NO

NO「水分計」異常の
メッセージが表示

するか

YES

NO「水分計」異常の
メッセージが表示

するか

循環ボタンを押す

循環ボタンを押す

P47を参照

P52　　図参照C

P52　　　図参照BA

チェッカーを接続した
DINコードを制御盤のDIN
コネクターに接続する

DINコード不良
（交換）

DINコード不良
（交換）

主基板不良（交換）
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MEMO
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5

8

2
4

7

6

1

37

38

9 11 11

12

35

36

16
36

34

36

37 14

13

30

292726

15

33

18

17

19

10

20 21 22 23 2524
21 28

31
33

32
31

米麦用水分検出器
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見出
番号 部 品 番 号 部　品　名

一　台　個　数
備　　考STA CTA

1 検出器 1 1
2 流し板 1 1

4 水分計コードA（DIN） 1 1
5 水分計コードB 1 1
6 結束バンド 6 6
7 マウントベース 4 4
8 カバー 1 1
9 のぞき窓 1 1
10 ラベル 1 1
11 化粧ネジ 2 2
12 モータ 1 1
13 フレームB 1 1
14 ジャックプレート 1 1
15 ハーネスA 1 1
16 信号線ユニット 1 1
17 水分計基板 1 1 SOY-03
18 サーミスタ 1 1
19 ギヤ 2 2 20T
20 絶縁枠 1 1
21 ロール 2 2
22 仕切板 1 1
23 ゴムワッシャー 1 1
24 ウェーブワッシャー 1 1
25 皿バネ 1 1 φ16
26 C型止め輪 1 1 φ15
27 スイーパーA 1 1
28 スイーパーB 1 1
29 ブッシュA 4 4
30 フレームA 1 1
31 ブラシ 2 2
32 タイトスナット 3 3 M6
33 バネ平付丸小ネジ 9 9 M4×12
34 バネ平付丸小ネジ 4 4 M4×45
35 ナベ小ネジ 2 2 M3×6
36 タッピングネジ 4 4 M3×6
37 水分計延長コードA 1 1 オプション（昇降機後面時）
38 水分計延長コードB 1 1 オプション（昇降機後面時）

米麦用水分検出器
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18

A

スタート

フレームアイ不良
（交換）

フレームアイコネクター
（2P）を抜く

電源を再投入する

異常が
再表示するか 

YES

YES

NO

NO

A

主基板不良（交換）

メッセージの概要
検出：待ち状態時に10秒経過した後、フレームアイが明るいと判断した時検出

バーナ回転部

点火ヒーター

外気温センサー

電磁ポンプ

エアーフィルター

フレームアイ

風圧センサー

熱風温センサー

『Er19』（フレームアイ異常）が表示される
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メッセージの概要
検出：	待ち状態、点火、燃焼、乾燥状態時
原因：	待ち状態で風圧スイッチが4秒以上働いた時、 	表示。
	 乾燥中送風量が何らかの原因で減少し、風圧スイッチが連続4秒以上働かない時、 	表示
処理：	モニター点灯、ブザー鳴動、電磁ポンプ停止

●テスターはΩレンジを使用する

OFF状態 ON状態

導通なし 導通あり

A B C

19 『Er20』または『Er21』（風圧センサー異常）が表示される

スタート

手で風圧スイッチの
接点をOFFにする

電源
スイッチONで

エラー表示するか

YES

YES

NO
NO

風圧スイッチが
引かれているか

YES

NO

風圧スイッチの
導通は正常か

YES

NO

風圧スイッチ
コードが断線して

いるか

YES

NO

風圧スイッチ不良
（交換）

エラー表示が
消えるか

YES

NO

NO

風圧スイッチ
接点部掃除

送風機の回転確認
排風ダクトの配管確認
排風環境の確認

断線コード 修復

風圧スイッチの
接点がON状態に

なっているか

YESB

C

A

風圧スイッチ不良
（交換）

主基板不良（交換）
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注）	昇降機のバケットが摩耗していて、検出器に適量の穀物が供給さ
れない場合、正確な水分値を表示しない

20 手動水分計測定値と水分値が合わない

スタート

水分値補正ダイヤルを
もみの“0”に設定

循環ボタンを押し、
水分表示値を確認する

停止水分値を
11.0%に設定

チェッカーのレンジを
もみ“A”または“B”に
設定

水分計チェッカーを制御
盤DINコネクターに接続
し、入力値を選択する

チェッカーを接続した
DINコードを制御盤のDIN
コネクターに接続する

水分計チェッカーを
取りはずし穀物で
実測定する

YES
NO

水分計チェッカー
入力値の許容範囲内の水分

値が表示されたか

YES

NO

水分補正のしかたを
参照し、補正をおこなう

YES

NO

DINコード不良
（交換）

水分計チェッカー
入力値の許容範囲内の水分

値が表示されたか

YES

NO

B

A

C

D

水分測定ボタンを押し、
水分表示値を確認する

“Aレンジ” “Bレンジ”の
2回確認する

手持の水分測定値と
の差が±2%以内の

水分値表示か

主基板不良（交換）

主基板不良（交換）
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DINコードコネクター

水分計チェッカー

水分計
DINコンセント

DINコード

水分計チェッカー

C

検出器ロール

検出器

D

A B
型式 MSC-8P

8P型	水分値補正 0%（センター）

許容値③
もみ

②
小麦

②
ビール麦

レ
ン
ジ

A 12.5 13.0 12.2 ± 0.3
B 16.5 16.3 16.2 ± 0.4
C 20.1 19.9 20.9 ± 1.2
D 26.9 28.8 33.4 ± 1.5
E 42.2 45.9 54.3 ± 3.0

イラスト：8P 検出器
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スタート

CPU基板不良

検出器ロールが
回転しない

YES

YES

YES

NO

NO

歯車の交換

検出器モータ不良
（交換）

検出器モーターコード
断線修復（交換）検出器内の歯車が

破損しているか

YES

NO

制御盤側の
コネクター部では
出力があるか

YES

NO

A B
検出器モータコード端子
　①ー③（正転側）
　②ー③（逆転側）
AC200V出力するか

に

21 検出器ロール回転動作が異常またはロールが回転しない
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検出器

検出器ロール

検出器DINコード

検出器モータコード

1

3

B

検出器

検出器ロール

検出器DINコード

検出器モータコード

1

3

A

測定ピンNo	：①～③番間
測定値	 ：AC200V

測定ピンNo	：②～③番間
測定値	 ：AC200V
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スタート

感震スイッチコネクター
（2P）を抜いて短絡する

電源を再投入する

中継コード修復

異常が
再表示するか

中継コードが
断線・ショートを
しているか

A

YES

YES

YES

NO

NO

NO

感震センサー不良
（交換）

主基板不良（交換）

短絡コード

感震スイッチコネクター

A

メッセージの概要
検出：通風乾燥時、熱風乾燥時
　　　感震スイッチが5秒間連続でOFFを検知した時
動作：通風循環中……全停止
　　　熱風乾燥中……送風機のみ30分動作：その他は停止
解除： リセット 	ボタンで解除

22 『Er32』（感震センサー動作）が表示される

感震スイッチ
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スタート

DINコードが
断線しているか

YES

YES

水分計チェッカーを
制御盤に接続する

NO
NO

元に差し入れる

水分計ハーネスAが不良
（交換）

DINコードが制御盤
または、水分計に差
し込まれているか

YES

YES

NO

NO

NO

YES
DINコード不良

（交換）

DINコード不良
（交換）

水分計基板不良
（交換）

循環ボタンを押す

循環ボタンを押す

YES

NO水分計基板は
正常か

「検出器穀物温度
センサー」異常の 
メッセージが表示

するか

「検出器穀物温度
センサー」異常の 
メッセージが表示

するか

主基板不良（交換）

メッセージの概要
検出：検出器穀物温度センサー入力の値が80℃以上あるいは、A/D値 900以上になった時、制御盤また

は検出器にDINコードが差し込まれていない場合に検出
動作：乾燥中は燃焼停止し、この異常が出ているときは「乾燥」ボタンを押しても乾燥にはならない。

『Er38』（検出器穀物温度センサー異常）が表示される23
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Vベルト・ベアリング一覧

ユニットベアリング
0YY8511006（CS20300DDU/HF2J）

偏芯カラー/フランジユニット
0YY8211016（ENPF204）

三相
ギャモータ

ベアリング
0YY8511006
（HF2-N203J/CS203LLU）

送風機

三相
0.4kWモータ

Vベルト（A-39）
0DA0210039

Vベルト（LA-40）
0DA0710040

ベアリング
0YY8411005（CS203DDU/HT2X）

ベアリング
0JA5306203（6203DDU)

ベアリング
0YY8211029（HFC-203/AEL203W3)

モータプーリ
032728F001

Vベルト（LA-38）
0DA0710038

ユニットベアリング
0YY8511006（CS203DDU/HF2J）

偏芯カラー/フランジユニット
0JBFH50204（ENPF204）

単相ギャモータ
033028F150

ベアリング
0YY8511006
（HF2-N203J/CS203LLU）

送風機

三相0.4kWモータ
032728M100

Vベルト（A-39）

モータプーリ
032728F001

送風機用0.4kWモータ
443540A102

Vベルト（LA-38）

Vベルト（LA-40）

ベアリング
440611P1030（CS203DDU/HT2X）

ベアリング
0JA5106203（6203DDU)

ベアリング
0YY8211029（HFC-203/AEL203W3)
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MEMO
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表示部

11
12

13

14

15
16 17 18

19

20

21

22

23
(%)

水分値補正

電源スイッチ

切 入

停止水分値

満量

乾燥完了張込 循環 乾燥 排出 停止

確認

水分測定

残時間 穀物量 水分値 表示切替

リセット

熱風温度 停止水分

自動運転 タイマー運転

穀物量
小 大

1 5 .5

11
12

13

14

15
16 17 18

19

20

21

22

23
(%)

満量

確認

残時間 穀物量 水分値 表示切替

リセット

熱風温度 停止水分

自動運転 タイマー運転

穀物量
小 大

1 6 .5

■ 現在時刻の表示 

■ 補正後の表示 

11
12

13

14

15
16 17 18

19

20

21

22

23
(%)

水分値補正

電源スイッチ

切 入

停止水分値

満量

乾燥完了張込 循環 乾燥 排出 停止

確認

水分測定

残時間 穀物量 水分値 表示切替

リセット

熱風温度 停止水分

自動運転 タイマー運転

穀物量
小 大

1 5 .5

11
12

13

14

15
16 17 18

19

20

21

22

23
(%)

満量

確認

残時間 穀物量 水分値 表示切替

リセット

熱風温度 停止水分

自動運転 タイマー運転

穀物量
小 大

1 4 .5

■ 現在時刻の表示 

■ 補正後の表示 

表示部

水分値補正のしかた
●	 一般の水分計は玄米の状態で未熟粒をのぞき整粒について測定しますが、本機の自動停止装置では、自動測
定のため未熟粒を含んだ試料の水分を測定します。
このため未熟粒の水分が測定値に偏差を生じさせます。また品種や性状の違いによっても偏差が生じます。
これらを補正するのが穀物種類設定ダイヤルです。

1. 水分値補正ダイヤルでの操作
①	設定した停止水分値で自動停止した時の水分値が　乾燥不足　の場合
水分値補正ダイヤルを	乾燥不足	の方向に回す。

例：表示水分値が15.5%で、手持の水分計による測定値が16.5%の場合
水分値補正ダイヤルは	＋ 1 にあわせる

②	設定した停止水分値で自動停止した時の水分値が　乾きすぎ　の場合
水分値補正ダイヤルを	乾きすぎ	の方向に回す。

例：表示水分値が15.5%で、手持の水分計による測定値が14.5%の場合
水分値補正ダイヤルは	− 1	にあわせる
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水分値補正のしかた
● 穀物補正設定値

穀物補正ダイヤル 偏差 内容

籾

1 ＋ 2.0％
乾燥不足で停止する

ダイヤルを移動すれば、すぐに表示値
がかわります。
基準となる水分計に近いレンジでご使
用ください。

籾『0』で	16.0％ 表示の時、
『＋1』にすると	17.0％ にかわります。
『−1』にすると	15.0％ にかわります。

2 ＋1.0％
3 0 普通
4 −1.0％

乾きすぎで停止する
5 −2.0％

小麦
1 ＋ 1.0％ 乾燥不足で停止する
2 0 普通
3 −1.0％ 乾きすぎで停止する

ビール麦
1 ＋ 1.0％ 乾燥不足で停止する
2 0 普通
3 −1.0％ 乾きすぎで停止する
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販売元
営業所名 住所 電話番号
本社・工場 〒348-8503

埼玉県羽生市小松台1-516-10 048（561）2111
北海道営業所 〒068-2165

北海道三笠市岡山440-18 01267（4）2130
東北営業所 〒984-0042

宮城県仙台市若林区大和町2-12-28 022（235）9011
関東営業所 〒348-8503

埼玉県羽生市小松台1-516-10 048（561）2112
新潟営業所 〒940-1146

新潟県長岡市下条町686 048（501）2257
金沢サービスセンター 〒921-8062

石川県金沢市新保本1-390 048（501）2257
大阪営業所 〒567-0854

大阪府茨木市島1-13-6 048（501）2257
中四国サービスセンター 048（501）2257
九州営業所 〒839-0809

福岡県久留米市東合川8-1-1 0942（45）0600

〒 348-8503　埼玉県羽生市小松台1-516-10
☎ 048-561-2111


